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弊社は、2020 年３月より旧三江線沿線自治体である島根県邑南町と地域公共交通の利便性向上や

持続的な地域の活性化に貢献し得る「地方版ＭａａＳ」の構築を目的に協定を締結し、実証実験等

を重ねてまいりました。（https://www.westjr.co.jp/press/article/2020/03/page_15933.html） 

この度、これまでの取組みにより得た知見等を踏まえ、新たに「自家用有償旅客運送用支援シス

テム」を開発しました。 

当該システムの初めての導入先として邑南町で試験運用を実施し、引き続き持続可能なまちづく

りに向けた協働を進めて参ります。 

１．自家用有償旅客運送用支援システムについて※概要は別紙1、2参照 

・デマンド交通の配車における、管理者とドライバーの「業務軽減」「コミュニケーションの円

滑化」といった課題を解決し、中山間地域における地域公共交通の持続性確保をめざす 

・地域の実情やニーズを踏まえ、初めて操作する方やご高齢の方でも分かりやすい、ＵＩ・ＵＸ

に拘ったシステムを㈱電脳交通（※１）とともに設計、開発 

２．2023年度の取組み内容 

（１）自家用有償旅客運送用支援システムの運用・検証 

・当該システムの導入第１号として邑南町で運用し、実業務における課題・有効性を検証 

（２）デジタル技術を活用した施策の推進 

・当該システムの運用・検証以外にも、町内観光素材や生活サービスとの連携等について、当社

のデジタル技術の活用も見据え継続して実施 

（３）その他  

・邑南町での検証結果を踏まえ、ＪＲ西日本の他エリアへの展開も検討 

【参考】これまでの主な取組み（2020年４月１日～2023年３月31日の３年間） 

（１）ＮＰＯはすみ振興会（※2）への配車システム導入による業務効率化、ｗｅｂ予約フォーム開発 

（２）京都梅小路ハイライン及び広島駅における「邑南町フェア」の開催 

（３）配車システムと連携した「見守りサービス」の試行 

（４）弊社アプリ「ｓｅｔｏｗａ（現:ｔａｂｉｗａ）」を活用した都市エリアからのモデルコース紹介 

 

 

 

 

 

（※１）ＪＲ西日本イノベーションズ（当社ＣＶＣ）出資先企業 

（※２）邑南町羽須美地域で生活交通を始めとする様々な問題の解決に向けて活動している NPO法人 
 

 

 

 

 

 

 

 

今回ご案内の取り組みは、SDGsの 17のゴールのうち、特に、11番、17番に貢献するものと 

考えています。 

     

 

 

 

 

地方版ＭａａＳ 自家用有償旅客運送用支援システムを開発 

【デマンド交通】 【邑南町フェア（広島駅）】 【モデルコース紹介】 

https://www.westjr.co.jp/press/article/2020/03/page_15933.html


 

 

別紙１ 

 

ポイント①：管理者とドライバー間のスケジュール管理等がスマホで可能！ 

ポイント②：ドライバーの乗務距離や料金入力等の実績管理がスマホで可能！ 

ポイント③：運輸局・自治体等の報告に適したフォーマットでの実績出力に対応！ 

 

【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


